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今月の紙面

データで知る帯広

1月末の人口と世帯数

人口▶166,802人
 （前月比－87人）

　男▶79,553人
　女▶87,249人
世帯▶87,645世帯
 （前月比－26世帯）

4件（前月比±0件）

ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

1,993t
（前年同月比＋54t）

682t
（前年同月比＋17t）

1月の火災発生件数

1月の家庭ごみ排出量

絆深まる姉妹都市 … 4

■
産前産後期間の国民年金
保険料が免除に ……… 5

■
春の転入・転出届などの受付
時間を延長します ……… 9

■
タベルナ・ラ・オビヒロ

「黒
くろせんごく

千石とゆり根ごはん」  12

　市では、異なる文化と触れ
合い、人と人とのつながりを
通じて、魅力ある地域づくり
を進めるため、国内外の都
市と交流を行っています。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ

　

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
に
は
、
こ
こ
に
住
む
私
た

ち
が
つ
な
が
り
、
互
い
に
支
え
合
い
、

助
け
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

最
も
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る

町
内
会
は
、
こ
れ
ま
で
防
犯
や
交
通
安

全
、
親
睦
行
事
、
葬
儀
の
手
伝
い
な
ど
、

互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
課
題
へ
の
対
応
の
た
め
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

つ
な
が
り
方
の
変
化

　

近
年
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯

電
話
の
普
及
、
人
々
の
価
値
観
の
多
様

化
な
ど
に
伴
い
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
方
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
町
内
会
活

動
へ
の
関
心
の
低
下
や
、
近
所
付
き
合

い
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

し
か
し
心
の
中
で
は
、「
誰
か
と
つ
な

が
っ
て
い
た
い
」「
困
っ
た
と
き
に
助

け
合
い
た
い
」「
安
心
し
て
暮
ら
し
た

い
」
と
い
う
思
い
を
、
私
た
ち
は
持
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
月
号
で
は
、
町
内
会
を
中
心
に
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
と
課
題
か
ら
、

こ
れ
か
ら
の
「
人
と
人
の
つ
な
が
り
」

の
形
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
共
に
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

フードバレーとかちは、十勝の強みである食と農林漁業を生かした地域成長戦略です。

つながりが生み出す
まちの新しいカタチ

市民活動推進課（市庁舎３階、☎65・4130）問い合わせ

防災
から
つながる

町内の避難経路を設計する冬季防災訓
練での一コマ。地域の安全安心をみん
なで真剣に考える。

町内会
から
つながる

町内会が担っている役割はたくさんあ
る。地域の安心を生み出す「見守り活動」
も、その大切な一つ。

子育て
から
つながる

小さな頃から良い絵本に触れてほしい
と、５カ月児健診で絵本をプレゼントす
るボランティア活動。

カフェ
から
つながる

地域にある教会の会堂を開放し、月２回
開かれる「カフェ優しい時間」。常連さ
んの笑顔があふれる。

放課後
から
つながる

放課後の教室で地域の人と子どもたち
が集まる、子どもの居場所づくり事業。
卒業して支える側の一員になる人も。

趣味
から
つながる

ボードゲームが好き。その気持ちだけ
で始まった「ボードゲームの集い」。長
時間、熱戦が続くことも。

これからの
地域コミュニティ

特 集
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▼加入促進のチラシリニューアル
　転入者に向けて、町内会が地域で果た
す役割や加入のメリットなどを伝えるため
のチラシを用意。配布により加入者が増え
た地域もあった。
　利用希望の際は、市民活動推進課に連
絡するか、市ホームページからダウンロード
してお使いください。

災
害
時
に
発
揮
す
る
地
域
の
力

　

昨
年
９
月
、
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
、

私
た
ち
は
北
海
道
全
域
が
停
電
す
る
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
経
験
し
ま
し
た
。
停

電
に
よ
り
、
多
く
の
人
が
実
感
し
た
の

は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
支
え
て
い

る
高
度
な
文
明
社
会
の
も
ろ
さ
で
し
た
。

　

災
害
な
ど
で
生
活
の
基
盤
が
失
わ
れ

た
と
き
、
大
切
に
な
る
も
の
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
。　

　

必
要
な
情
報
の
伝
達
や
避
難
す
る
際

の
判
断
、
避
難
所
で
の
生
活
な
ど
を
円

滑
に
行
う
た
め
の
下
支
え
と
な
る
も
の

は
、
日
頃
の
「
地
域
の
つ
な
が
り
」
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
が
れ
き
に

埋
ま
っ
た
人
の
、
77
・
１
％
が
近
隣
の

人
な
ど
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
、
日
頃
の

地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
が
再
認
識

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
つ
な
が
り
を
密
に
し
、

地
域
全
体
の
防
災
力
を
高
め
る
こ
と
は
、

災
害
時
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。

普
段
か
ら
地
域
の
危
険
箇
所
や
、
避
難

時
に
援
助
が
必
要
な
住
民
を
把
握
す
る

な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
災
害
に
備
え
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

町
内
会
が
果
た
す
役
割

　

防
災
だ
け
で
な
く
、
町
内
会
が
身
近

な
地
域
で
果
た
し
て
い
る
役
割
は
大
き

く
、
日
々
の
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
密
接

に
関
わ
る
活
動
が
、
多
岐
に
わ
た
っ
て

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
な
く

な
る
と
、
将
来
的
に
暮
ら
し
に
く
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

町
内
会
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
は
、
身
近
な
地
域
、
さ
ら
に
は
元

気
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ

な
い
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
組
織
と
の
連
携

　

近
年
、
町
内
会
が
企
業
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

を
は
じ
め
と
す
る
市
民
活
動
団
体
な
ど

と
連
携
し
て
、
身
近
な
地
域
の
課
題
解

決
や
活
性
化
に
取
り
組
む
事
例
が
全
国

的
に
広
が
っ
て
き
て
お
り
、
市
内
で
も

町
内
会
と
社
会
福
祉
法
人
が
連
携
し
た

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

連
携
に
よ
る
新
た
な
可
能
性

　

こ
う
し
た
連
携
に
よ
り
、
町
内
会
が

担
い
手
不
足
に
よ
っ
て
実
施
で
き
な
か

っ
た
行
事
が
行
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

団
体
や
企
業
な
ど
が
持
つ
知
識
な
ど
を

得
ら
れ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
関
わ

る
こ
と
で
、
新
た
な
つ
な
が
り
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
団
体
や
企
業
に
と
っ
て
は
、

地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
住
民
か
ら
の
信
頼
感
を
高
め
、
事

業
活
動
で
の
つ
な
が
り
を
得
る
こ
と
な

ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

図１

がれきに挟まれた人を救助する市の防災訓練

町内会による公園・花壇の管理

　老人福祉施設などを運営している社会福祉法人刀
とうけい

圭会では、町内会と連携
し、防災の取り組みをはじめ、施設利用者・職員と、地域住民の交流を深める
ためのさまざまな事業を行っています。

地域貢献に取り組もうと思ったきっかけは？
現在の取り組みは？

今後、地域と取り組んでいきたいことは？

町内会との関わりを増やして
良かったと感じたことは？

　「自分たちも地域で暮らす者、町内会員である」と
の認識から、当法人が持つさまざまな資源を地域で

有効活用してもらうことが大切だと考えました。東日本大震
災を受け、改めて災害への備えが重要だと感じ、町内会と
協議を重ね、一緒に防災訓練を実施するようになりました。

　町内会の盆踊りに施設
利用者・職員が参加してい

る他、施設を月に１回程度開放し、
町内会の皆さんと施設利用者がカ
ラオケで交流するための場づくり
などを行っています。

　町内会と一緒に、高齢者が参加できるような取り
組みや、災害時に支援を必要とする人へのアプロー

チを考えたり、地域住民が介護や医療を不安なく受けられ
る環境づくりに取り組んでいきたいと思います。

　当法人への理解が深まったことと、お互いに顔の
見える関係が出来上がったことです。

　また、昨年の大規模停電の際は、施設の電源や風呂を地
域利用していただく一方で、町内会の皆さんが施設利用者
の安全確認のために数回訪問してくださるなど、支え合い、
助け合う関係性が構築されてきました。

町内のゴミステーションや公
園などがきれいに保たれる

登下校時の見守りや防犯パト
ロールの実施、防犯灯の設
置によって安心して暮らせる

防災訓練をすることで、い
ざというときに備えられる

広報おびひろや地域に密着
した情報が届く　など

町内会⊠企業

町内会のこれからのカタチ

参加・加入促進や負担軽減に向けた取り組み例

準会員制度 行事の見直し・集約化

行政による支援策

役員の輪番制

【町内会加入者】
□負担の大きい業務を見直したい　
□組織の改善を図りたい
□他の町内会の取り組み事例を知りたい
□会費はどのくらいが良いのか知りたい

【町内会未加入の人】
□町内会加入のため、会長と連絡を取りたい
□利用可能なゴミステーションの場所を

知りたい
□夏休みのラジオ体操の開催場所を知り

たい
□町内会の資源回収に協力したい   など

町内会への加入
申し込みはこちら→

簡単申し込み

例えばこんな相談を受けています

気軽に問い合わせください。

　気軽に町内会の一員となれるよう、会
費を安くしたり、役員になるのを免除し
たりする「準会員制度」を導入。アパート
やマンション住まいの人、高齢者の多い
地域では、この制度を積極的に活用し、
町内会加入率が90％を超えているところ
もある。

　市では、今後の地域コミュニティの活性化の取り組みの参考と
するため、平成 30年７月、町内会役員と市民を対象に、「地域実
態調査」を実施しました。その中であげられた課題と、解決のた
めの工夫や取り組みの一部を紹介します。

＜町内会が抱える課題＞
○役員の高齢化や後継者不足　　　　　　○行事の参加者が少ない　
○町内会からの脱退者や未加入者の増加　○行事の準備に人手が足りない　など

　参加者募集や準備
の負担の軽減のため、
行事を一日にまとめて
開催したり、同じよう
な行事を行っている
近隣の町内会と合同で開催した。

　町内会長や庶務、会計といった役員について、班で持ち回りにするなど
して、特定の人に負担が大きくならないよう配慮する仕組みをつくった。

（例）午前中に清掃活動と防災訓練、
　　昼食を兼ねて懇親会

▲チラシ
ダウンロード

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Q
Q

Q

Q

美化

安全

防災

情報

社会福祉法人刀圭会
法人本部事務局長

前川雅志さん

同  事務局次長
荒屋敷典光さん

答えてくれた人
地域貢献への思いや、実際の

取り組みを通じて感じたことなど、
インタビューを行いました。

町内会の盆踊りに
参加する利用者

町内会活動に関わる
お悩み・質問は

市民活動推進課へ！
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今
後
さ
ら
に
重
要
に
な
る

多
様
な
つ
な
が
り

　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
今
後
、
町
内

会
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き
た
役
割
を

担
い
続
け
る
こ
と
は
、
困
難
に
な
っ
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
当
た
っ
て
は
、

町
内
会
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
担

い
手
が
互
い
に
連
携
し
、
協
力
し
合
う

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

帯
広
市
で
も
、
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
家
族
構

成
や
年
代
、
興
味
な
ど
に
応
じ
て
参
加

で
き
る
場
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（
図
２
）

　

ま
た
、
他
自
治
体
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
町
内
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
の
「
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
「
こ
れ

が
で
き
る
」
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
事
例
も
あ
り
、
帯
広
市
も
こ

う
し
た
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
多

様
な
担
い
手
の
結
び
付
き
を
促
進
す
る

た
め
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。ま

ち
づ
く
り
参
加
へ
の

新
た
な
一
歩

　

地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
化
し
て
い
く
中
で
、
帯
広
市
が
こ

れ
か
ら
も
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
は
、
行
政
に
よ
る
取

り
組
み
に
加
え
、
一
人
で
も
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
し

て
自
分
は
ど
ん
な
事
が
で
き
る
の
か
を

考
え
、
参
加
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

参
加
の
機
会
は
、
町
内
会
へ
の
加
入

や
、
市
民
活
動
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
の
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。 　

ま
ち
づ
く
り
は
、
自
分
の
周
り
か
ら
、

で
き
る
こ
と
を
始
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
大
き
な
事
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
だ

け
が
ま
ち
づ
く
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
、
自
分
に
合
っ
た
方
法
で
、

つ
な
が
り
を
つ
く
り
、
楽
し
み
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

帯広市社会福祉協議会（公園東町３、グリーンプラザ内、 ☎21・2454）

市民活動交流センター（西２南８、ふじまるビル８階、 ☎20・3004）

青少年課（市庁舎３階、☎65・4162）

子育て支援課（東８南13、保健福祉セン
ター内、☎25・9700）

ポータルサイトもご覧ください！

ボランティアの相談先

ＮＰＯの相談先

子どもの居場所づくり事業

地域子育て支援センター

　帯広市社会福祉協議会のボランティアセンターでは、ボランティア活動
に興味のある人や、支援を求めている人の相談を受け付けています。また、
各施設からのボランティア募集情報の掲示を行っています。

（相談受付時間：月～金曜日の 10 時～18 時）

　市民活動交流センターの市民活動情報室では、新たに NPO を立ち上げ
たい人や、NPO に参加したい人などの相談を受け付けています。

（相談受付時間：月・水・金曜日の 13 時～17 時）

　地域のボランティアやＮＰＯ法人の運営
により、小学校の放課後や週休日に、子ど
もたちが安全に安心して過ごせる居場所を
設ける取り組みを行っています。

　市内 6 カ所の保育所（園）に併設されていて、各
種「広場」や「子育て講座」などを開催しています。

地域⊠ＮＰＯ・ボランティア

地域⊠子育て

地域⊠学校

まちづくりの新しい参加のカタチ
　「まちづくり」と聞くと、何かとても大きなことのように感じるかもしれませんが、自分の興味のあることや自分ので
きることで、まずは集まり（コミュニティ）に参加してみることが大切です。楽しみながら集い、互いに支え合うコミュ
ニティがどんどん増え広がっていくことで、「まち」はつくられていくのではないでしょうか。皆さんはどんなコミュニ
ティに関心がありますか？  ここでは新しい取り組みの一部をご紹介します。

MEGA
ドン・キホーテ

イオン

いっきゅう 帯広競馬場

イトー
ヨーカドー

帯広の森

柏林台駅

イーストモール

帯広駅

帯広
市役所

グリーンパーク
緑ヶ丘公園

陸上自衛隊
帯広駐屯地

38 38

38

236

236

236

八
千
代
帯
広
線

弥生通

稲田通

大
通

中島通

新緑通

白樺通

春駒通

西
南
大
通

弥
生
新
通

栄
通

柏林台通

木賊原通（北一線）

アルバータ通

西
５
条

すずらん

こでまり

つばさ

もりのこ いなだ

あじさい

＜妊娠中の人や子育て中の人＞
保護者と子どもが遊びながら、
子育ての情報交換や悩みの相
談、共有ができます。

＜地域の皆さん＞
地域の子育てボランティアとし
て、「広場」事業のサポート、お
もちゃなどの手作り作業、人
形劇、遊びの提供などから選
んで活動できます。

＜地域の皆さん＞
子どもの居場所づくりボ
ランティアとして、子ども
と触れ合いながら、さま
ざまな活動を行います。

　市民と行政が力を合わせて、より良いまちづく
りを行う市民協働。市ホームページとフェイスブッ
クでも、市民活動団体の活動内容やボランティア
の募集、イベント情報などを紹介しています。
　ぜひ、ご覧ください。

地域子育て
支援センター

子育て応援
ボランティア

子どもの居場所
づくり事業

▲市民協働
ポータルサイトの
ページはこちら

問

問

問

問

図２

子どもたちの居場所を
一緒に作っていきませんか

　みまもり隊に参加したきっかけは、自分の子どもが小学校に通って
いたからですが、幼稚園に通う下の子どもも一緒に遊ばせる事ができ
たり、「誰かに無理がかからないように」「自分たちのできる範囲で」と
いうみまもり隊の雰囲気が気に入り、３年間続けています。
　「つつじっ子まつり」などの大イベントは、町内会や他団体などのコ
ミュニティとも協力し合っています。これからも子どもたちが安心し
て成長できる地域づくりの手助けを、楽しみながらやっていきたいで
す。

　居場所づくりのボランティア活動を始めて約 10
年になります。活動の中では、自分がもともと好
きで学んでいた十勝の地理や、書道の教室を行っています。地域の人
間として、自分の「得意なこと」や「好きなこと」を生かし、子どもたち
の居場所づくりを行うことは、自分自身にとっても楽しいので、今後
もみどりっ子クラブでの活動を続けていきたいです。

小さな子どもがいても大丈夫！
子どもと一緒に楽しみながら
活動しています

得意なことや出来る事を生かして
居場所づくりのお手伝いをしています

つつじっ子クラブみまもり隊
コーディネーター 山本さん

みどりっ子クラブ
ボランティア 松﨑さん

地域子育て支援センターマップ
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姉
妹
・
友
好
都
市
と
の

青
少
年
相
互
訪
問

　

市
で
は
、
青
少
年
が
異
な
る
文
化
や

歴
史
に
触
れ
、
成
長
す
る
機
会
と
し
て
、

姉
妹
・
友
好
都
市
と
青
少
年
の
相
互
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
相
互

訪
問
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

開
拓
姉
妹
都
市  

松
崎
町

　

夏
休
み
に
、
帯
広
市
９
人
と
松
崎
町

10
人
の
小
学
生
が
両
都
市
を
相
互
に
訪

問
し
ま
し
た
。
松
崎
町
で
は
、
地
元
で

は
で
き
な
い
海
水
浴
を
楽
し
ん
だ
り
、

帯
広
市
で
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
や
ス

ケ
ー
ト
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

産
業
文
化
姉
妹
都
市  

徳
島
市

　

夏
休
み
に
、
帯
広
市
の
小
学
生
６
人

が
徳
島
市
を
訪
問
し
、
藍
染
め
や
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

冬
休
み
に
は
、
徳
島
市
の
小
学
生
６

人
が
来
帯
し
、
ス
ノ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

や
カ
ー
リ
ン
グ
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

国
際
姉
妹
都
市  

ス
ワ
ー
ド
市

　

夏
休
み
に
、
帯
広
市
４
人
の
高
校
生

が
ス
ワ
ー
ド
市
を
訪
問
し
、
氷
河
を
眺

め
る
ハ
イ
キ
ン
グ
や
壮
大
な
景
色
の
中

で
の
カ
ヌ
ー
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

国
際
友
好
都
市  

朝ち
ょ
う
よ
う陽
市

　

夏
休
み
に
、
帯
広
市
３
人
と
朝
陽
市

４
人
の
高
校
生
が
両
都
市
を
相
互
に
訪

問
し
ま
し
た
。
博
物
館
見
学
や
茶
道
体

験
な
ど
で
、
互
い
の
歴
史
や
文
化
を
学

ん
だ
他
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
と
の
記
念
事
業

　

今
年
度
、
帯
広
市
は
米
国
・
ス
ワ
ー

ド
市
と
の
国
際
姉
妹
都
市
締
結
か
ら
50

周
年
を
、
静
岡
県
松
崎
町
と
の
開
拓
姉

妹
都
市
締
結
か
ら
40
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
記
念
し
て
行
っ
た
、
相

互
訪
問
に
よ
る
交
流
の
様
子
を
紹
介
し

ま
す
。

　　

　
　

  

国
際
姉
妹
都
市  

ス
ワ
ー
ド
市

　

昨
年
８
月
、
10
人
の
訪
問
団
を
ス
ワ

ー
ド
市
に
派
遣
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
犬
ぞ
り
を
体
験
し
た
り
、

夏
で
も
見
ら
れ
る
エ
グ
ジ
ッ
ト
氷
河
や

海
洋
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
見
学

し
た
他
、
ア
ラ
ス
カ
州
最
大
規
模
の
釣

り
大
会
「
シ
ル
バ
ー
サ
ー
モ
ン
ダ
ー
ビ

ー
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
は
、
ス
ワ
ー
ド
市
か
ら

も
10
人
の
訪
問
団
が
来
帯
し
、
菊
ま
つ

り
や
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
競
技
を
見
学
し
た
他
、
訪

問
団
の
う
ち
３
人
が
帯
広
市
訪
問
団
と

一
緒
に
、「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
マ

ラ
ソ
ン
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
事
業
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ

て
、
互
い
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
、
住

民
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　　

　
　

  

開
拓
姉
妹
都
市  

松
崎
町

　

昨
年
９
月
、
17
人
の
訪
問
団
を
松
崎

町
に
派
遣
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
開
拓
の
祖
で
あ
る
依
田

勉
三
翁
の
生
家
や
ゆ
か
り
の
地
を
訪
問

し
た
り
、
松
崎
町
の
伝
統
文
化
で
あ
る

漆し
っ
く
い喰
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
「
光
る
泥

だ
ん
ご
」
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
豆
半
島
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
会
場
で
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水「
お

び
ひ
ろ
極
上
水
」
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
、
帯
広
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
な
が
ら
、
両
都
市
の
交
流
の
輪
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
２
月
に
は
、
松
崎
町
か
ら
29
人

の
訪
問
団
が
来
帯
し
、
氷
ま
つ
り
や
明

治
北
海
道
十
勝
オ
ー
バ
ル
、
百
年
記
念

館
を
見
学
し
た
他
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体

験
な
ど
に
よ
り
、
帯
広
市
の
歴
史
や
風

土
に
触
れ
ま
し
た
。

　

記
念
事
業
を
通
じ
て
、
両
都
市
の
住

民
が
、
帯
広
市
と
依
田
勉
三
翁
、
そ
し

て
松
崎
町
と
の
つ
な
が
り
や
歴
史
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

絆
深
ま
る
姉
妹
都
市

姉
妹
・
友
好
都
市
と
の

記
念
事
業
・
青
少
年
相
互
訪
問

親
善
交
流
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
３
）

　
市
で
は
、
異
な
る
文
化
と
触
れ
合
い
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
通
じ
て
、
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
国
内
外
の
都
市
と
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

念願のシルバーサーモンも釣れました

漆喰を塗って磨き上げる泥だんご

岩
いわ

地
ち

海水浴場でスイカ割り伝統工芸「藍染め」でハンカチ作り

上空からスワード市を一望仏教名山「鳳凰山」を見学

この経験を生かし、どんな
成長をするのか楽しみです。

違う環境にいる友達と交流
し、意識の変化につながった。

親子で思い出に残る特別な
夏休みになりました。

参加した子どもたちの保護者の声

50
周
年

40
周
年

帯広市が提携している姉妹都市・友好都市

中国・朝
ちょうよう

陽市
（平成12年締結）

帯広市

米国・スワード市
（昭和43年締結）

米国･マディソン市
（平成18年締結）

静岡県松崎町
（昭和53年締結）

徳島県徳島市
（昭和57年締結）
大分県大分市

（昭和41年締結）
姉妹都市交流は、他の文化との交流のみならず、地域の魅力の再発見
につながるなど、まちづくりの重要な役割を担っています。
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届
け
出
の
方
法

　

届
け
出
書
の
受
け
付
け
は
、
４
月
１

日
㈪
か
ら
開
始
し
ま
す
。
届
け
出
は
、

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
可
能
で

す
。
届
け
出
の
期
限
は
設
け
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
速
や
か
に
被
保
険
者
の
住

民
登
録
地
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
ま
た
は
、「
通

知
カ
ー
ド
」
な
ど
の
個
人
番
号
を
確
認

で
き
る
書
類
と
運
転
免
許
証
な
ど
の
本

人
確
認
書
類
（
顔
写
真
付
き
で
あ
れ
ば

１
点
、
顔
写
真
な
し
で
あ
れ
ば
２
点
）

▽
年
金
手
帳
▽
印
鑑
▽
母
子
健
康
手
帳

な
ど
▽
死
産
の
場
合
は
、
死
産
証
明
書
、

死
胎
埋
火
葬
許
可
証
な
ど

そ
の
他
の
制
度
の
取
り
扱
い

　

申
請
免
除
、
納
付
猶
予
、
学
生
納
付

特
例
、
法
定
免
除
の
承
認
期
間
の
間
に
、

産
前
産
後
期
間
の
保
険
料
免
除
に
該
当

し
た
場
合
は
、
産
前
産
後
免
除
期
間
終

了
後
、
改
め
て
免
除
や
猶
予
の
申
請
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
産
前
産
後
保
険
料
免
除
期
間

に
つ
い
て
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
付
加
保
険
料
の
納

付
は
、
申
し
込
ん
だ
月
分
か
ら
可
能
で

す
。
事
前
申
し
込
み
や
、
さ
か
の
ぼ
り

で
申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

産
前
産
後
期
間
の
み
付
加
保
険
料
を

納
付
し
た
い
場
合
は
、
産
前
産
後
期
間

が
開
始
す
る
月
に
付
加
保
険
料
の
納
付

を
申
し
込
み
、
終
了
す
る
月
の
翌
月
に

付
加
保
険
料
の
納
付
を
辞
退
す
る
届
け

出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

産
前
産
後
期
間

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間
（
以
下
、

「
産
前
産
後
期
間
」）
の
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
さ
れ
る
「
産
前
産
後
期
間
国

民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
」
が
、
４
月

１
日
㈪
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

多
胎
（
双
子
以
上
）
妊
娠
の
場
合
は
、

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る

月
の
３
カ
月
前
か
ら
６
カ
月
間
の
国
民

年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。（
表
）

　

産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
た

期
間
は
、
将
来
、
年
金
額
を
計
算
す
る

と
き
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
し
て

扱
わ
れ
ま
す
。
届
け
出
前
に
産
前
産
後

期
間
の
保
険
料
を
す
で
に
納
め
て
い
る

場
合
、
産
前
産
後
期
間
の
保
険
料
は
還

付
さ
れ
ま
す
が
、
過
去
に
保
険
料
の
未

納
期
間
が
あ
る
場
合
は
還
付
さ
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
出

産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
人
。

　

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日（
４
カ
月
）以

上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。（
死
産
、
流
産
、

早
産
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
含
む
）

ど
の
技
術
革
新
を
背
景
に
、
私
た
ち
は

便
利
さ
と
快
適
さ
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

特
に
こ
の
10
年
ほ
ど
で
生
活
は
大
き
く

変
わ
り
、
技
術
革
新
の
速
度
は
さ
ら
に

加
速
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、

人
口
の
約
半
分
が
就
い
て
い
る
仕
事
が
、

Ａ
Ｉ
（
人
口
知
能
）
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
奪

わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
書
店
に
は
、
歴
史
や
哲
学
、

宗
教
な
ど
の
本
が
増
え
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
急
激
に
変
化
し
、
先
の
見

え
な
い
社
会
の
中
で
、
多
く
の
人
が
漠

然
と
し
た
不
安
を
感
じ
、
将
来
の
展
望

や
生
き
る
た
め
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
求
め

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

個
人
主
義
や
経
済
的
合
理
性
を
重
視

す
る
あ
ま
り
、
今
だ
け
、
自
分
だ
け
良

け
れ
ば
い
い
、
儲も
う

か
れ
ば
い
い
と
い
っ

た
考
え
方
が
広
が
り
、
人
々
の
意
識
や

思
考
も
「
善
か
悪
か
」「
敵
か
味
方
か
」

「
損
か
得
か
」
な
ど
二
択
に
偏
り
、
多

様
な
考
え
方
を
受
け
入
れ
な
い
風
潮
が

強
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

　

平
成
は
、
決
し
て
平
坦
な
時
代
だ
っ

た
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
新
し
い
時
代

は
、
昨
日
の
常
識
も
通
用
し
な
い
世
界

が
待
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
変
化
に
目
を

つ
ぶ
ら
ず
、
変
え
て
い
く
も
の
と
変
え

て
は
い
け
な
い
も
の
を
冷
静
に
見
定
め

な
が
ら
時
代
を
切
り
拓ひ
ら

い
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

多
様
な
考
え
方
を
受
け
入
れ
認
め
合
う
、

互
い
に
助
け
合
う
、
自
ら
行
動
す
る
。

も
し
か
し
た
ら
、
こ
の
地
域
に
受
け
継

が
れ
て
き
た
お
お
ら
か
さ
や
人
の
つ
な

が
り
、
主
体
性
こ
そ
新
し
い
時
代
が
求

め
て
い
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

元
号
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、

こ
れ
か
ら
必
要
な
も
の
は
何
か
、
十

勝
・
帯
広
の
新
し
い
時
代
に
つ
い
て
深

く
考
え
る
時
だ
と
思
い
ま
す
。

　
５
月
か
ら
元
号
が
変
わ
り
、「
平
成
」

と
い
う
ひ
と
つ
の
時
代
が
終
わ
り
ま
す
。

　

現
在
の
私
は
62
歳
。
こ
れ
ま
で
の
人

生
の
半
分
は
「
昭
和
」、
半
分
は
平
成

時
代
を
生
き
て
き
た
の
で
、
二
つ
の
時

代
を
生
き
る
、
い
わ
ば
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

世
代
と
呼
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
の
平
成
は
、
金
融
の
仕
事
で
ロ
ン

ド
ン
に
赴
任
し
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩

壊
を
目
撃
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
当
時
は
、
世
界
的
に
日
本
経
済

の
強
さ
が
際
立
っ
て
い
た
時
代
で
、
そ

の
お
か
げ
で
私
も
時
代
の
寵ち
ょ
う
じ児
と
い
わ

れ
る
よ
う
な
人
た
ち
と
交
流
す
る
機
会

や
場
に
恵
ま
れ
、
貴
重
な
経
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
札
幌

に
戻
り
数
年
で
北
海
道
拓
殖
銀
行
が
破

綻
す
る
な
ど
、
バ
ブ
ル
景
気
の
終し
ゅ
う
え
ん焉
を

迎
え
、
東
京
に
戻
っ
て
か
ら
は
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
に
遭
遇
し
、
ま
さ
に
平
成

時
代
の
浮
き
沈
み
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

今
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
が
り
な

平成の終わりに

夢かなうまち

 おびひろ

帯広市長　米沢 則寿

市長コラム

産
前
産
後
期
間
の

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
に

受
け
付
け
は
４
月
１
日
㈪
か
ら

戸
籍
住
民
課
国
民
年
金
係
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
４
３
）、

帯
広
年
金
事
務
所
（
西
１
南
１
、
☎
25
・
８
１
１
３　
音
声
案
内
２
番
↓
２
番
）

　
４
月
か
ら
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
※
が
出
産
し
た
と
き
に
、
出
産
前
後
の

一
定
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

例1 10月を出産予定日として届け出を行った場合
（単胎の場合）

出産予定日

4月　5月　6月　7月　8月　9月   10月  11月  12月　1月　2月　3月

産前産後免除期間：9月から12月まで

例2 10月を出産予定日として届け出を行った場合
（多胎の場合）

出産予定日

4月　5月　6月　7月　8月　9月   10月  11月  12月　1月　2月　3月

産前産後免除期間：7月から12月まで

例3 平成31年3月に出産し、4月1日以降に届け出を
行った場合

出産日
→平成31年4月から制度開始

1月　2月　3月　4月　5月　6月　7月　8月　9月   10月  11月  12月

産前産後免除期間：4月から5月まで

表　産前産後期間の保険料免除の期間について




